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IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:20000-1:40000

12kDa

POLE4

POLE4; DNA polymerase epsilon subunit 4, DNA polymerase Il subunit 4; DNA polymerase
epsilon subunit p12
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	応用
	抗原情報
	背景
	POLE4はヒストンフォールドタンパク質であり、他のヒストンフォールドタンパク質と相互作用して、配列非依存的にDNAに結合します。これらのヒストンフォールドタンパク質二量体は、DNAの転写、複製、およびパッケージングのためのより大きな酵素複合体を形成します。[OMIM提供、2004年4月],触媒活性：デオキシヌクレオシド三リン酸 + DNA(n) = 二リン酸​​ + DNA(n+1).,機能：ポリメラーゼイプシロンが複製および／または修復機能を実行する上で役割を果たす可能性があります。,PTM：DNA損傷時に、おそらくATMまたはATRによってリン酸化されます。,サブユニット：POLE1、POLE2、POLE3、POLE4の4つのサブユニットで構成されています。POLE3と相互作用します。POLE3に結合すると、ポリメラーゼイプシロンp261およびp59と会合して複合体を形成します。,
	研究分野
	プリン代謝、ピリミジン代謝、DNA 複製、塩基除去修復、ヌクレオチド除去修復
	画像データ
	

	POLE4抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

